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はじめに
「 子 供 た ち の た め 、 次 世 代 の た め に 環 境 を 守 る 義 務 と 責 任 を 遂 行 す る 」 と い う 使 命 の 下 、

弊 社 は 2 0 1 5 年 度 に C S R 基 本 方 針 を 策 定 い た し ま し た 。 本 活 動 報 告 書 は 弊 社 の 取 り 組 み を

ご 報 告 す る 3 回 目 の 取 り 組 み で す 。 こ れ ま で 以 上 に 社 会 に 貢 献 で き る よ う 、 そ し て よ り 良

い 取 り 組 み に 繋 が る よ う 、 活 動 を 公 開 さ せ て い た だ き ま す の で 、 ご 意 見 、 ご 指 導 を い た だ

け ま し た ら 幸 い で す 。

弊 社 は 「 持 続 可 能 な 社 会 」 の 実 現 を 目 指 し 、 太 陽 光 発 電 を は じ め と し た 再 生 可 能 エ ネ ル

ギ ー 電 源 の 開 発 や 、 少 額 か ら 出 資 で き る 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー フ ァ ン ド の 組 成 ・ 募 集 を 展 開

し 、 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー を 次 世 代 に 残 す 取 り 組 み を 行 っ て 参 り ま し た 。 ま た 、 日 本 に お い

て 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 普 及 を 推 し 進 め た 固 定 価 格 買 取 制 度 （ F I T 制 度 ） は 縮 小 傾 向 に あ

り ま す が 、 2 0 1 6 年 4 月 か ら 電 力 小 売 を ス タ ー ト し 、 F I T 制 度 に と っ て 代 わ る 様 な 再 生 可

能 エ ネ ル ギ ー を 普 及 す る 仕 組 み 作 り に も 力 を 入 れ て お り ま す 。

国 連 に お い て 持 続 可 能 な 開 発 目 標 （ S D G ｓ ） が 採 択 さ れ 、 ま た 、 C O P ２ １ に よ る パ リ

協 定 の 採 択 な ど 、 地 球 温 暖 化 防 止 の た め に 温 室 効 果 ガ ス 排 出 量 削 減 に よ る 持 続 可 能 な 社 会

に 向 け た 取 り 組 み を 推 奨 す る 動 き が 広 が っ て お り ま す 。 ま た 、 環 境 （ E n v i r o n m e n t ） 社

会 （ S o c i a l ） 企 業 統 治 （ G o v e r n a n c e ） の “ E S G ” に 配 慮 し た 優 れ た 経 営 を し て い る 企

業 が 重 視 さ れ る 流 れ が 明 確 に 出 て き ま し た 。 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー が 地 球 温 暖 化 と い っ た 環

境 問 題 解 決 の た め に 不 可 欠 だ と い う こ と は 周 知 の 事 実 で す が 、 だ か ら と 言 っ て 「 再 エ ネ 普

及 は 世 界 的 な 問 題 」 「 私 た ち の 暮 ら し か ら 遠 い 話 」 と い う こ と で は 決 し て あ り ま せ ん 。

2 0 1 7 年 度 末 、 経 済 産 業 省 は 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 電 源 を 主 力 電 源 と 位 置 付 け ま し た 。 こ

の 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 普 及 と い う 世 界 的 な 動 き を エ コ ス タ イ ル が 引 っ 張 っ て い き た い と

思 っ て い ま す 。

エ コ ス タ イ ル は エ ネ ル ギ ー の 分 野 か ら 、 日 本 が 抱 え る 、 そ し て 世 界 が 抱 え る 課 題 に 挑 戦

し 続 け ま す 。

社長メッセージ

株式会社エコスタイル

代表取締役社長 木下 公貴
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CSR活動における基本方針

『 持 続 可 能 な 社 会 』 の 実 現 に 向 け 、 「 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 普 及 ・ 促 進 」 「 環 境 教 育 」

「 ダ イ バ ー シ テ ィ の 推 進 」 を 基 本 方 針 と し て 定 め ま し た 。 こ れ ら を 実 行 す る こ と で 私 た ち

の 社 会 的 責 任 を 果 た し 、 持 続 的 な 企 業 価 値 向 上 に 努 め て 参 り ま す 。
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エ コ ス タ イ ル は 、 永 続 的 に 利 用 で き る 再 生 可 能 エ ネ

ル ギ ー を 普 及 ・ 促 進 さ せ る こ と で 、 次 世 代 の た め に 環

境 を 守 る 義 務 と 責 任 を 遂 行 い た し ま す 。 ま た 、 地 域 資

源 を 生 か し た 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー 発 電 所 に よ り 、 地 域

の 更 な る 発 展 に 繋 が る 取 り 組 み を 行 い ま す 。

再生可能エネルギーの普及・促進

エ コ ス タ イ ル は 、 事 業 活 動 を 通 じ て 獲 得 し た 再 生 可

能 エ ネ ル ギ ー や 環 境 に 関 す る 様 々 な 知 見 を 子 供 た ち に

伝 え 、 広 く 社 会 と 地 球 環 境 に 貢 献 で き る 次 世 代 を 育 成

し ま す 。

環境教育・教育支援

エ コ ス タ イ ル は 、 健 全 な 職 場 環 境 の 整 備 と と も に 多

様 な 人 材 の 採 用 ・ 育 成 ・ 登 用 を 行 い 、 様 々 な 価 値 観 を

取 り 入 れ る こ と で 新 た な 課 題 に チ ャ レ ン ジ し 、 お 客 様

に 満 足 い た だ け る 価 値 を 創 造 し ま す 。

ダイバーシティの推進



再生可能エネルギーの普及･促進

2 0 1 7年度の施工実績
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エ コ ス タ イ ル の 2 0 1 7 年 度 の 太 陽 光 発 電 所 の 施 工 実 績 は 5 5 . 6 M W 。

年 間 の 総 発 電 量 が 5 , 8 3 8 万 k W h と な り ま す （ 1 k W 当 り 1 , 0 5 0 k W h と し て ） 。

こ れ は ・ ・ ・

▶ 一 般 家 庭 1 2 , 0 0 0 世 帯 あ ま り の 年 間 電 力 消 費 を 賄 う 発 電 量 で す

（ 1 世 帯 当 た り 4 , 8 0 0 k W h / 年 ） 。

▶ 二 酸 化 炭 素 （ C O 2 ） 年 間 削 減 量 は 、 約 3 1 , 6 0 0 t - C O 2 で す （ 0 . 5 4 1 k g - C O 2 / k W h ） 。

ス ギ の 木 で 換 算 す る と 約 2 2 6 万 本 分 の 年 間 C O ₂ 吸 収 量 、 石 油 な ら 2 0 0 リ ッ ト ル ド ラ ム 缶

約 7 万 本 の 削 減 効 果 に 匹 敵 し ま す 。

エ ネ ル ギ ー の 自 給 自 足 モ デ ル と は 「 そ れ ぞ れ の 地 域 資 源 を 活 用 し て 発 電 し 、 発 電 し た 電 気 を

そ の 地 域 で 消 費 す る 」 と い う 仕 組 み で す 。 地 域 の 中 で 資 源 と 資 金 を 循 環 さ せ る こ と が で き 、 さ

ら に は 災 害 な ど に よ り 送 配 電 網 が 遮 断 さ れ て し ま っ た と し て も 、 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー 発 電 所 を

非 常 用 電 源 と し て 用 い る こ と が で き る の で 、 災 害 直 後 の 活 動 拠 点 と し て の 役 割 を 果 た し ま す 。

エ コ ス タ イ ル は こ の モ デ ル を 実 現 す る た め 、 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー 発 電 所 の 開 発 と 発 電 所 の 設

置 地 域 に お け る 電 力 供 給 を 行 っ て い ま す 。 ま た 、 『 太 陽 で ん き ® 』 な ど の 展 開 を 通 じ て ノ ウ ハ ウ

を 蓄 積 し て い ま す 。

「エネルギーの自給自足モデル」の構築に向けて

病 院 ・ 福 祉 施 設 や 工 場 な ど に 太 陽 光 発 電 シ ス テ ム を 設 置 し 、 発 電 し た 電 気 を 施 設 で 使 い 、

足 り な い 分 だ け 購 入 す る 、 と い う 自 家 消 費 型 の モ デ ル で す 。

気 象 予 報 士 の 資 格 を 持 つ ス タ ッ フ が 開 発 し た 、 A I （ 人 工 知 能 ） を 活 用 す る 予 測 技 術 を 用 い

て 、 気 象 デ ー タ を 基 に 太 陽 光 発 電 予 測 お よ び 電 力 需 要 予 測 を 自 動 的 に 行 い ま す 。

＜ 太 陽 で ん き ® ＞



エコの輪 おひさまこっこプロジェクト

太 陽 光 発 電 シ ス テ ム を 普 及 し 、 社 会 に エ コ ア ク シ ョ ン を 広 め る こ と を 目 的 と し て 、 幼 稚

園 ・ 保 育 園 等 の 教 育 施 設 へ 太 陽 光 発 電 シ ス テ ム を 寄 贈 す る 企 画、 “ 広 め よ う ！ エ コ の 輪 お ひ さ

ま こ っ こ プ ロ ジ ェ ク ト ” を 2 0 1 7 年 度 1 0 月 よ り 始 動 い た し ま し た 。

1 0 k W 程 度 の 自 家 消 費 型 太 陽 光 発 電 シ ス テ ム を 無 償 で 提 供 す る こ と を 通 し て 、 環 境 問 題 へ

の 意 識 を 高 め て 頂 く ね ら い も あ り ま す 。 2 0 1 7 年 度 で は 、 青 い 鳥 学 園 （ 大 阪 府 松 原 市 ） 様 と

協 定 書 を 締 結 い た し ま し た （ 3 月 3 0 日 付 ） 。 こ れ 基 づ き 、 パ ネ ル 容 量 5 . 4 k W の 完 全 自 家 消

費 型 太 陽 光 発 電 設 備 を 設 置 し 、 環 境 教 育 の ワ ー ク シ ョ ッ プ の 提 供 を 進 め て 参 り ま す 。
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エ コ ス タ イ ル へ 電 気 を 切 り 替 え て 頂 く こ と で 、 電 気 の 使 用 量 ・ 発 電 量 を リ ア ル タ イ ム で

確 認 頂 け る ツ ー ル で す 。 過 去 の 電 気 使 用 量 と 比 較 す る こ と も で き 、 省 エ ネ 意 識 を 向 上 し 、

節 電 を サ ポ ー ト し ま す 。

＜ 電 力 見 え る 化 ツ ー ル ＞

＜ エ コ ス タ イ ル J － ク レ ジ ッ ト ク ラ ブ ＞

国 が 認 証 し て い る J - ク レ ジ ッ ト 制 度 （ 省 エ ネ ル ギ ー 機 器 の 導 入 等 で C O 2 な ど

の 温 室 効 果 ガ ス の 排 出 削 減 量 や 吸 収 量 を 「 ク レ ジ ッ ト 」 と し て 国 が 認 証 す る も

の ） を 活 用 し 、 『 太 陽 で ん き ® 』 に よ っ て 削 減 さ れ た C O 2 を エ コ ス タ イ ル が 取 り

纏 め 、 ク レ ジ ッ ト 化 後 、 そ れ を 使 っ て 環 境 教 育 や 地 域 貢 献 活 動 を 行 い ま す 。
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昭 和 6 1 年 か ら 平 成 2 1 年 ま で の 約 2 3 年 間 稼 働 し て い た 福 井

県 小 浜 市 に あ る 一 般 廃 棄 物 最 終 処 分 場 の 跡 地 は 、 廃 棄 物 が 埋

め 立 て ら れ て い る 特 性 上 そ の 活 用 法 が 限 定 的 で あ り 、 小 浜 市

は 跡 地 の 活 用 法 に 悩 ま さ れ て い ま し た 。 ま た 、 こ の 処 分 場 跡

地 の あ る 小 浜 市 仏 谷 は 、 過 去 の 災 害 に お い て 道 路 が 分 断 さ れ

孤 立 し た 経 験 が あ り 、 災 害 等 の 非 常 時 対 策 が 求 め ら れ て い ま

し た 。

そ こ で エ コ ス タ イ ル が 市 有 地 で あ る 処 分 場 跡 地 を 賃 借 し 、

エ コ ス タ イ ル 仏 谷 太 陽 光 発 電 所 を 設 置 す る プ ロ ジ ェ ク ト を ス

タ ー ト 致 し ま し た 。 処 分 場 の 名 残 で も あ る 管 理 棟 を 改 修 し 、

発 電 シ ス テ ム と 接 続 さ せ 、 管 理 棟 を 給 電 ス テ ー シ ョ ン と し て

災 害 等 停 電 時 に 電 力 を 直 接 供 給 で き る よ う に し ま し た 。 ま た 、

管 理 棟 内 に ポ ー タ ブ ル 蓄 電 池 を 常 設 す る こ と で 、 日 中 は 管 理

棟 で の 給 電 、 夜 間 は ポ ー タ ブ ル 蓄 電 池 に よ る 給 電 を 可 能 と し 、

停 電 時 に お け る 必 要 最 低 限 の 電 力 を 確 保 し ま す 。 ま た 、 在 宅

医 療 機 器 を 使 用 さ れ て い る ご 家 庭 が あ れ ば 、 在 宅 医 療 機 器 へ

の 給 電 も 可 能 で 、 ポ ー タ ブ ル 蓄 電 池 の 福 祉 的 活 用 も 期 待 で き 、

減 災 対 策 に つ な が り ま す 。

2 0 1 7 年 7 月 2 9 日 に 小 浜 市 役 所 で 調 印 式 を 行 い 、 福 井 県 小

浜 市 仏 谷 で オ ー プ ニ ン グ セ レ モ ニ ー も 開 催 。 同 年 1 0 月 1 3 日 に

発 電 事 業 を ス タ ー ト さ せ て お り ま す 。

加 え て 市 内 外 の 小 中 学 生 を 対 象 に 環 境 授 業 を 行 う こ と を 目 的

と し て 管 理 棟 内 に 環 境 教 育 パ ネ ル を 設 置 し 、 環 境 教 育 拠 点 と

し て 活 用 を 続 け て 参 り ま す 。 （ 実 施 し た 環 境 教 育 に つ い て は

次 項 参 照 ）

福井県小浜市と連携
一般廃棄物最終処分場跡地で太陽光発電事業



環境教育・教育支援

7

「 子 供 た ち の た め 、 次 世 代 の た め に 環 境 を 守 る 義 務 と 責

任 を 遂 行 す る 」 と い う 使 命 を 達 成 す る た め に 、 よ り 多 く の

子 供 た ち に 自 然 と の 共 栄 の 重 要 性 を 伝 え る こ と が で き る 環

境 教 育 プ ロ グ ラ ム を 実 施 し ま し た 。

小浜環境教育

（ 実 施 時 期 ： 2 0 1 8 年 2 月 8 日 ）

エ コ ス タ イ ル が 自 社 発 電 所 を 設 置 し た 福 井 県 小 浜 市 内 の 小 学 校 ６

年 生 を 対 象 に 、 エ コ ス タ イ ル 仏 谷 太 陽 光 発 電 所 （ 福 井 県 小 浜 市 ）

の 管 理 棟 内 壁 面 の 環 境 教 育 パ ネ ル を 用 い て 地 球 温 暖 化 の 影 響 や 太

陽 光 発 電 の 仕 組 み 、 仏 谷 発 電 所 の 減 災 へ の 役 割 に つ い て エ コ ス タ

イ ル 社 員 が 子 供 た ち へ 授 業 を 行 い ま し た 。 当 日 は 福 井 県 小 浜 市 環

境 衛 生 課 に も ご 協 力 を い た だ き ま し た 。 雪 の 影 響 の た め 発 電 所 見

学 は 中 止 と な り ま し た が 、 子 供 た ち は 積 極 的 に 授 業 へ 取 り 組 み 、

地 球 温 暖 化 対 策 に つ い て 「 ま ず は 自 分 た ち に 出 来 る 事 を 1 つ で も

多 く 進 め て い き た い 」 と い っ た 声 も 多 く 聞 く こ と が で き ま し た 。

ドリカムスクール

（ 実 施 時 期 ： 2 0 1 8 年 1 月 ～ 3 月 主 催 ： N P O 法 人 J A E ）

N P O 法 人 J A E と 協 同 し 、 大 阪 府 豊 中 市 内 の 中 学 校 1 年 生 1 0 1 名

の 生 徒 を 対 象 に 、 通 常 の 授 業 の よ う な 講 義 形 式 で は な く 、

「 S t o p 地 球 温 暖 化 ！ ま ち の 人 た ち の エ コ ア ク シ ョ ン を 広 げ る

方 法 を 考 え よ う ！ 」 を ミ ッ シ ョ ン に し た 環 境 教 育 を 実 施 致 し ま し

た 。 豊 中 市 か ら も 協 力 を 得 て 地 球 温 暖 化 の 現 状 や 地 域 で の 取 り 組

み 事 例 等 の 講 義 も 併 せ 、 エ コ ス タ イ ル か ら 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の

普 及 に 取 り 組 む 事 例 を 伝 え 、 そ の 学 び を も と に ミ ッ シ ョ ン 遂 行 の

ア イ デ ィ ア を 出 し 合 う サ ポ ー ト を 行 い ま し た 。 最 終 的 に は 、 ミ ッ

シ ョ ン に 取 り 組 ん だ 成 果 に つ い て プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン を グ ル ー プ

ご と に 行 っ た と こ ろ の 総 評 も 行 い ま し た 。
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パワー・オブ・イノベーション２０１８

（ 実 施 時 期 ： 2 0 1 8 年 3 月 2 1 日 ～ 2 3 日 主 催 ： ㈱ 教 育 と 探 求 社 ）

全 国 か ら 集 ま っ た 中 学 生 ・ 高 校 生 ・ 高 専 生 が 企 業 の 取 り 組 み を

通 じ て リ ア ル な 社 会 課 題 を 解 決 し て い く 、 3 日 間 の 合 宿 型 チ ャ レ

ン ジ プ ロ ジ ェ ク ト で す 。 子 供 た ち は 企 業 人 か ら 現 実 の 課 題 に つ い

て 講 義 を 聞 き 、 そ の 後 、 課 題 を 解 決 す る た め に 与 え ら れ た ミ ッ

シ ョ ン に 対 し て 、 未 来 を 切 り 拓 く ア イ デ ア を チ ー ム で 考 え 、 そ れ

を 革 新 的 な 企 画 に し ま す 。

エ コ ス タ イ ル は 、 ２ 回 目 の 協 賛 と な り ま し た 。 本 年 度 は 「 再 生

可 能 エ ネ ル ギ ー を 使 っ て 社 会 課 題 を 解 決 せ よ 」 と い う ミ ッ シ ョ ン

を 提 示 し 、 解 決 へ の ヒ ン ト と な る よ う な 技 術 紹 介 と し て バ イ オ ガ

ス 発 電 を 紹 介 い た し ま し た 。 ３ 日 目 の 最 終 発 表 の 場 で は 、 エ コ ス

タ イ ル の 担 当 か ら は ８ 組 が 報 告 を 行 い 、 代 表 を １ 組 選 出 。 そ の セ

カ ン ド ス テ ー ジ で は 協 賛 ４ 社 の 代 表 が 参 加 者 全 員 の 前 で プ レ ゼ ン

を 実 施 し 、 エ コ ス タ イ ル 代 表 は 準 グ ラ ン プ リ を 獲 得 し ま し た 。

キャリスタ

（ 実 施 時 期 ： 2 0 1 8 年 1 月 ～ 2 月 ）

大 阪 市 内 の 中 学 校 1 年 生 1 5 2 名 に 向 け て 環 境 教 育 を 実 施 致 し ま

し た 。 実 施 校 が 独 自 で 行 っ て い る キ ャ リ ア 教 育 授 業 の 一 環 で

『 キ ャ リ ス タ 』 と い う 名 で の 実 施 で し た が 、 内 容 的 に は ド リ カ ム

ス ク ー ル と 同 様 に 「 S T O P ！ 地 球 温 暖 化 ま ち の 人 た ち の エ コ ア

ク シ ョ ン を 広 め る 方 法 を 考 え よ う ！ 」 と い う ミ ッ シ ョ ン の も と 、

エ コ ア ク シ ョ ン を 広 め る に は ど う す れ ば 良 い か を 考 え て 頂 き ま し

た 。 本 プ ロ ジ ェ ク ト は 、 大 阪 市 の 協 賛 い た だ き 、 環 境 学 習 サ イ ト

「 な に わ エ コ ス タ イ ル 」 に 掲 載 さ れ ま し た 。

（ 参 考 ： h t t p : / / n a n i w a -

e c o s t y l e . n e t / i n d e x . p h p / r e p o r t / 2 5 8 / 1 - 3 6 ）

http://naniwa-ecostyle.net/index.php/report/258/1-36
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第 1 7回エデュケーションチャレンジ

（ 実 施 時 期 ： 2 0 1 7 年 7 月 2 5 日 主 催 ： 日 本 経 済 新 聞 社 ）

高 校 生 を 対 象 に 、 経 済 社 会 の 動 き や イ ノ ベ ー シ ョ ン 事 例 を 伝 え

る キ ャ リ ア 教 育 プ ロ グ ラ ム で 、 社 会 の 第 一 線 で 働 く 企 業 人 が 「 先

生 」 と な り 、 自 ら の 仕 事 を 題 材 に 現 実 の 企 業 活 動 や 経 済 の 仕 組 み 、

社 会 を 改 革 す る 力 を リ ア ル に 語 る 「 生 き た 授 業 」 を 行 い ま す 。 ３

回 目 の 協 賛 と な っ た 今 回 は 、 代 表 取 締 役 社 長 自 ら が 講 師 を 務 め 、

「 ベ ン チ ャ ー 企 業 が 世 の 中 を 変 え る 」 と テ ー マ に 講 義 を 行 い ま し

た 。

講 義 中 に は ワ ー ク シ ョ ッ プ も 行 い 、 木 下 が 考 え る 「 成 果 へ の 方 程

式 （ 成 果 ＝ 思 い ＋ 考 え 方 ＋ 仲 間 ＋ 能 力 ） 」 に つ い て 高 校 生 に 問 い

か け を し た り も し ま し た 。 高 校 生 か ら は 、 「 社 長 自 身 が 仕 事 を 心

か ら 楽 し ん で や っ て い る の が 伝 わ っ た 。 プ レ ゼ ン も わ か り や す く 、

心 を 動 か さ れ た 。 」 等 の 前 向 き な 感 想 が 多 数 寄 せ ら れ ま し た 。

職場体験

（ 実 施 時 期 ： 2 0 1 7 年 7 月 6 日 ・ 7 日 ）

大 阪 府 内 の 中 学 校 か ら ご 依 頼 頂 き 、 職 場 体 験 の 受 け 入 れ を 初 め

て 行 い ま し た 。 今 回 の 対 象 者 は 2 年 生 の 生 徒 4 名 で 、 大 阪 本 社 オ

フ ィ ス 内 に て 実 施 。 学 生 た ち に 「 仕 事 を 実 際 に 体 験 し て 働 く 意 味

を 考 え る き っ か け 作 り を す る 」 こ と を 目 的 と し て 、 今 回 は 「 エ コ

ス タ イ ル 特 別 社 員 」 と し て 、 社 内 報 「 エ コ ぴ 」 の 作 成 業 務 を 体 験

し て 頂 き ま し た 。 社 内 報 を 作 成 す る に あ た り 、 弊 社 の 事 業 内 容 説

明 や 役 職 者 へ の イ ン タ ビ ュ ー を 行 っ て い た だ き ま し た 。 他 に も 、

名 刺 交 換 練 習 体 験 を 行 い ま し た 。



男

79%

女

21%

2 0 1 6  

2 8 0名

男

74%

女

26%

2 0 1 7

2 8 7名

ダイバーシティの推進
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男

66%

女

34%

営業部門 1 0 8名

男

88%

女

12%

男

57%

女

43%

施工部門 1 4 2名 その他 1 0 0名

男 女

課長以上 １３名 ０名

１２％ ０％

主任クラス １０名 ６名

９％ ５％

男 女

１１名 ０名

８％ ０％

１８名 ０名

１３％ ０％

男 女

２３名 ２名

２３％ ２％

４名 ７名

４％ ７％

（ 3 7 名 ）

（ 7 1 名 ）

（ 1 7 名 ）

（ 1 2 5 名 ）

（ 4 3 名 ）

（ 5 7 名 ）

（ 2 0 1 8年 3月 3 1日時点）

事 業 の 拡 大 と と も に 社 員 数 も 急 増 し て き た エ コ ス タ イ ル 。 多 様 な 人 材 が 価 値 観 を 共 有

し 、 切 磋 琢 磨 し な が ら 挑 戦 を し て い く こ と が 企 業 の 成 長 に 繋 が る と 考 え て い ま す 。

女 性 の キ ャ リ ア 形 成 と 就 労 継 続 を 目 標 に 女 性 従 業 員 が や り が い を 持 っ て 生 き 生 き と 働 く こ

と が で き る 職 場 環 境 、 引 い て は 社 員 全 員 が よ り 安 心 し て 働 け る 会 社 を 目 指 し ま す 。

社内全体推移

男

72%

女

28%

2 0 1 8

3 5 0名



エ コ ス タ イ ル に は 様 々 な 経 験 ・ キ ャ リ ア 、 ラ イ フ ス テ ー ジ の

変 化 を 迎 え る 社 員 が 在 籍 し て い ま す が 、 そ の 様 な 社 員 が 活 躍 で

き る 会 社 に す る た め に は 、 ま だ ま だ 多 く の 課 題 が あ り ま す 。 働

き 方 に 対 す る 考 え 方 は 人 そ れ ぞ れ で は あ り ま す が 、 中 で も 女 性

は “ ラ イ フ イ ベ ン ト に よ っ て 働 き 方 の 影 響 を 受 け や す い ” と も 言

わ れ て お り 、 男 性 社 員 が 中 心 と な っ て 成 長 し て き た エ コ ス タ イ

ル で も 「 女 性 社 員 は サ ポ ー ト 役 」 と い う よ う な 風 潮 が あ り ま し

た 。 し か し 、 会 社 と し て よ り 成 長 す る た め に は 、 男 女 共 に 様 々

な 社 員 が 活 躍 で き る 会 社 に し て い く 必 要 が あ り 、 そ の 第 一 歩 と

し て 、 「 女 性 社 員 は サ ポ ー ト 役 」 と い う 固 定 概 念 を 変 え て い か

な け れ ば い け ま せ ん 。 そ こ で 、 「 も っ と 女 性 社 員 の 声 を 聞 こ

う 」 「 様 々 な 可 能 性 が あ る こ と を 知 っ て も ら い た い 」 と い う 想

い か ら 『 女 性 フ ォ ー ラ ム 』 を 開 催 い た し ま し た 。

普 段 は 支 店 間 で 離 れ て い る 同 業 務 担 当 者 で 集 ま っ て の 情 報 共

有 会 や 様 々 な 業 務 担 当 者 を 交 え て の 意 見 交 換 会 、 外 部 講 師 を 招

い て の 特 別 講 演 を 行 い ま し た 。
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女性フォーラム開催

（ 意 見 交 換 会 で 実 施 し た マ ン ダ ラ ー ト ）

部活動制度

社 員 同 士 が よ り 良 い 関 係 を 築 く こ と を 目 的 と し 、 2 0 1 6 年 度 に

ス タ ー ト し た 「 部 活 動 制 度 」 。 ２ 年 目 を 迎 え た 2 0 1 7 年 度 に は 、

新 た に ４ つ 発 足 し 、 計 ８ つ の 部 と な り ま し た 。 運 動 系 の 部 活 動

だ け で な く 、 英 会 話 と い う 教 養 的 な 活 動 も 承 認 さ れ て い ま す 。



今後の取り組み
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C S R 基 本 方 針 を 策 定 の ち ４ 年 目 を 迎 え る 2 0 1 8 年 度 も こ

れ ま で 同 様 、 事 業 活 動 を 通 じ た 「 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 普

及 ・ 促 進 」 に 加 え 、 「 環 境 教 育 」 の 充 実 を 図 り ま す 。 こ れ

ま で 参 加 し た イ ベ ン ト に 加 え 、 お ひ さ ま こ っ こ プ ロ ジ ェ ク

ト を 通 し て 幼 児 へ の ワ ー ク シ ョ ッ プ の 提 供 を 目 指 し ま す 。

エ コ ス タ イ ル で は 、 C S R 活 動 を 通 し て 「 エ コ の 輪 を ひ ろ げ

よ う ！ 」 プ ロ ジ ェ ク ト を 進 め ま す 。

ま た 、 女 性 社 員 数 の 増 加 も 受 け 、 さ ら な る 女 性 活 躍 推 進

に 向 け 社 内 制 度 の 整 備 や 取 り 組 み を 含 め 「 良 い 会 社 プ ロ

ジ ェ ク ト 」 と し て 社 員 全 員 が 働 き や す い 職 場 環 境 づ く り に

も 取 り 組 ん で ま い り ま す 。

会社名 株式会社エコスタイル

会社設立 2004年10月5日

資本金 605百万円

代表取締役社長 木下 公貴（きのした まさたか）

従業員数 370 名（2018 年6 月1 日現在）

東京本社 〒100-0005

東京都千代田区丸の内1丁目4番1号

丸の内永楽ビルディング20階

TEL：03-6273-4091

FAX：03-6273-4092

大阪本社 〒541-0045

大阪府大阪市中央区道修町1丁目4番6号

ミフネ道修町ビル3階

TEL：06-6232-1755

FAX：06-6232-1756

事業内容 産業用太陽光発電システム販売・施工・メンテナンス

家庭用太陽光発電システム販売・施工・メンテナンス

電力小売事業

再生可能エネルギー発電事業

再生可能エネルギーファンド組成募集事業

損害保険代理業務

売上高 10,194 百万円 ※2018年（平成30年）3月期

加盟会員 太陽光発電協会 会員

自然エネルギー協議会 準会員

日経BP環境経営フォーラム特別会員

宅地建物取引業協会 会員

全国宅地建物取引業保証協会会員

不動産流通機構 会員

第二種金融商品取引業協会会員

日本卸電力取引所 取引会員

電力広域的運営推進機関 取引会員

東京商工会議所 会員

大阪商工会議所 会員

日本太陽エネルギー学会 会員

Japan-CLP 賛助会員

会社概要



• 株式会社エコスタイル （担当部署：経営企画部）

• 所在地：〒541-0045 大阪府大阪市中央区道修町1丁目4番6号

• 電 話：06－6232－1755（代表）／ 06－6210－3238 （経営企画部直通）

• ＦＡＸ：06－6232－1756 メール：kikaku@eco-st.co.jp

• ＵＲＬ：http://www.eco-st.co.jp/

お問い合わせ先
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